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問い合わせは、生活課�環境衛生係まで。

生ごみの出し方にご協力をお願いします生ごみの出し方にご協力をお願いします

在宅医療系廃棄物の捨て方在宅医療系廃棄物の捨て方

　中標津町で排出される一般廃棄物は年間約8,000ｔであり、そのうち、約30％が生ごみと言われています。
また、生ごみの約80％は水分と言われており、水気を取ってから捨てることで、ごみの量が減少するとともに、
ごみ袋の使用・購入頻度等の低下にもつながります。生ごみの水気を取らずに捨てた場合、焼却の時間が伸びて
しまい、燃焼代が増大してしまいます。また、水分の抜けていない生ごみは、夏の時期などには強い悪臭の原因
になり、環境や周辺住民にも悪影響となります。
　生ごみはカラスやキツネ等に荒らされやすいため、ゴミ箱に入れたり、ネットをするなどの対策をお願いする
と共にごみ収集日の当日朝８時30分までに出していただくようご協力をお願いします。
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　近年、在宅医療に使用したと思われる注射器等の医療系廃棄物が、家庭ごみと一緒に
排出されている状況が増えています。
　注射器等の形状が鋭利なものや、血液が付着した物、感染性を有する恐れがあるもの
は特別管理産業廃棄物となり、町のごみ収集に出すことはできませんので、医療機関に
持ち込みをお願いします。
　それ以外の医療系廃棄物（チューブ・カテーテル等）は燃やせるごみとして、町のご
み収集に排出することが可能です。なお、これらのごみはプラマークがついていても、
資源ごみではありません。

　こんにちは、中標津町地域おこし協力隊の西川です！
　中標津に移住して気づけば半年を経過していることに驚いています。
　（ようやく地図アプリを見ずに目的地まで辿り着けるようになってきました…）
　さて、私は普段役場内の政策推進課ふるさと応援係の一員として、協力隊の任務であるふるさと納税業務を主
に担当しています。
　ふるさと納税業務と言いつつもクリエイティブなもので、過去にメディアの職に就いていた知見を活かし、返
礼品に同梱するお礼状やイベント時に配布するＰＲフライヤーの作成、ＳＮＳの運用などを行なっています。
　また、今年の３月に中標津で行われた「ねむろ地域おこし協力隊ミーティング」に参加し、根室市・別海町の
協力隊員や根室管内の職員の方と中標津町の今後を考える意見交換を行いました。
　他市町の協力隊から中標津町はどんな風に見えているのか貴重な話を沢山聞くことができ、とても有意義な時
間になりました。
　今後も、町外の方へはもちろん町内のみなさんにも改めて「中標津の良さ」を感じてもらえるよう情報発信を
頑張っていきます！
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